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１．当社の概要 

 
（１） 事業者名及び代表者名 

株式会社 谷 田 組 
代表取締役 谷田 勝良 

 
（２） 所在地 

     〒775-0415 
        本    社      ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 40 番地 
       倉庫兼資材置場 ：徳島県海部郡海陽町相川字笹草 73 番地 

 
（３） 環境保全関係の責任者及び担当者名及び連絡先 

環境管理責任者  
総務部  
工事部長 

        連絡担当者 
TEL 0884-75-2211 FAX 0884-75-2212  Email : tanida@ma.pikara.ne.jp 

                                        
（４） 事業内容（E21 対象） 
   土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業  
   舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道施設工事業、解体工事業 
    
（５） 事業規模 

資本金          2000 万円 
完成工事高        406 百万円 
主要工事件数       9 件 
従業員数          22 人 
本社延べ床面積    270m2 

倉庫兼資材置場   4240m2 
 
 （６） 保有している許可 

① 建設業許可 
（徳島県知事許可（特-4）第 806 号、有効期間：2022.8.13～2027.8.12) 

         許可内容：土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、鋼構造物工事業、 
舗装工事業、しゅんせつ工事業、塗装工事業、水道工事業、解体工事業 
の 9 業 

    ② 産業廃棄物収集運搬業許可（自社物のみの運搬） 
（許可番号 3600099168、有効期間：2023.3.9～2027.12.1) 

 
（７） 事業年度 ６月～５月 
 

２．認証・登録の対象組織・活動 

   ・全組織、全活動 
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３．実施体制と役割分担表 

 

　

・環境経営の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

社　　長

環境管理責任者

工 事 部総 務 部 倉庫兼資材置場

・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

社長
（谷田勝良）

役割・責任・権限

・環境経営システムの構築、実施、管理

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

全従業員

・自部門における環境経営方針の周知

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営レポートの承認

・工事部が行う環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価についての承認

工事部

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認

・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、
　訓練を実施、記録の作成

総務部

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

　又はダブルチェック

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案のの作成
・環境経営の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成ならびに遵守チェック

・自部門における環境経営システムの実施
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４．環境経営方針 

◇基本理念  

  株式会社谷田組は、自然との共存を念頭に、全社員が事業活動を通

じて、能動的に環境保全を展開し地域社会とともに地球環境に貢献

します。  

 

◇基本方針  

１．当社の事業活動により発生する環境負荷の低減を図るため、環境関

連の法規制を明確にし、これを遵守するとともに、環境保全活動項

目を次に掲げ自主的・積極的に取り組みます。  

 

１）CO2 排出量の削減  

２）廃棄物の適正処理と排出抑制  

３）水の使用量の削減  

４）環境配慮施工の実施  

 

２．地域社会と良好な環境コミュニケーションを図り、環境保全のため

のボランティア活動への積極的参加に努めます。  

 

３．全社員及び協力業者に対して、環境経営方針の理解と周知徹底及び

意識向上を図ります。  

 

４．環境経営方針は経営目標の策定及び見直しの枠組みを行い、環境経

営の継続的改善を行います。  

 

５．環境経営方針は社内外に公表します。  

 

                      制定日 ２０１０年 ２月２５日  

                      改定日 ２０２４年 ６月 １日 

                          株株式式会会社社  谷谷  田田  組組  

                            代代表表取取締締役役  谷谷田田  勝勝良良 
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５．環境経営目標 

（単年度および中長期目標） 

                                                        基準値：2019 年 6 月～2020 年 5 月                        

 

項 目 場 所 

2019 年度 

実績 

(2019年6月

～ 

2020年5月) 

2019 年度 

実績 

（基準値） 

環境負荷基準指標 

2020 年度 

目標 

1%削減 

2021 年度 

目標 

2%削減 

2022 年度

目標 

3%削減 

2023 年度

目標 

4%削減 

CO2 排出量 

 （㎏-CO2） 

事務所 1271 0.060 0.059 0.059 0.058 0.058 

建設現場 299719 14.087 13.946 13.805 13.644 13.524 

電力使用量 

(ｋWh) 

事務所 2408 0.113 0.112 0.111 0.110 0.108 

建設現場 5265 0.247 0.245 0.242 0.240 0.237 

燃料使用量（L） 建設現場 115537 5.430 5.376 5.321 5.267 5.213 

一般廃棄物排出量（ｔ） 事務所 0.086 0.040 0.040 0.039 0.039 0.038 

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率(%) 建設現場 100% 100% 100% 100% 100% 100% 

水使用量（ｍ3） 事務所 356 167.320 165.647 163.974 162.300 160.627 

環境配慮施工：環境予防処置（建設現場） 2 回以上 2 回以上 2 回以上 2 回以上 2 回以上 

地域貢献 
アドプト事業 1 回以上 1 回以上 1 回以上 1 回以上 1 回以上 

各現場付近 1 回以上 1 回以上 1 回以上 1 回以上 1 回以上 

 

※購入電力の排出係数については、0.528（㎏-CO2/kWh）2018 年度を使用 

        環境負荷指標 ＝ 環境負荷 ／ 売上高（万円） 

          但し、一般廃棄物および水使用量については、上記に 10,000 を乗じた数値を指標としている。 
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６．環境経営目標実績結果と評価 2023 年度（ 2023 . 6 月 ～ 2024 . 5 月 ） 

（事務所）  

    項  目 
2023 年度 

実 績  

2023 年度 

環境負荷指標 

（ 目 標 ） 

2023 年度 

環境負荷指標 

（ 実 績 ） 

達成率 

（％） 

 

評価 

CO2 排出量（kg－CO2） 1,851 0.058 0.046 127.43 ○ 

電力使用量（kWh） 3,506 0.108 0.086 125.28 ○ 

一般廃棄物排出量（ｔ） 0.160 0.038 0.039 96.59 × 

水道使用量（ｍ３） 383 160.627 94.175 170.56 ○ 

環境教育訓練（回） 3 回 2 回以上 3 回 - ○ 

※購入電力の排出係数については、0.528（㎏-CO2/kWh）2018 年度を使用 

（建設現場）  

    項  目 
2023 年度 

実 績  

2023 年度 

環境負荷指標 

（ 目 標 ） 

2023 年度 

環境負荷指標 

（ 実 績 ） 

達成率 

（％） 
評価 

CO2 排出量（kg－CO2） 208,382 13.524 5.124 263.94 ○ 

電力使用量（kWh） 3,788 0.237 0.093 254.45 ○ 

燃料使用量の削減（L） 81,261 5.213 1.998 260.90 ○ 

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率 100％ 100% 100% - ○ 

環境配慮施工 

環境予防処置の実施 
3 回 2 回以上 3 回 - ○ 

地域貢献（アドプト事業）（回） 3 回 1 回以上 3 回 - ○ 

 地域貢献 1 回 1 回以上 1 回 - ○ 

※購入電力の排出係数については、0.528（㎏-CO2/kWh）2018 年度を使用 

環境負荷指標 ＝ 環境負荷 ／ 売上高（万円） （40669 万円) 

    但し、一般廃棄物および水使用量については、上記に 10,000 を乗じた数値を指標としている。 

 

※ 一般廃棄物排出量については、取組運用について、周知のうえ実地されているが、業務内容に伴い、紙

の使用量が増加した。 
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７．環境経営計画、取組結果とその評価、次年度の取り組み内容 

  （事務所） 

2023 年 6 月から 2024 年 5 月まで１年間 EA21 の取り組みを行った結果の評価を下記にまとめた。 

目 標   活 動 計 画      手 段 評価    結 果 次年度の取組 

CO2 排出量 

の削減 

（基準比４%減） 

ｴｱｺﾝ温度の適正管理  

事務所、倉庫内、車両に

シール等を貼付 

〇 適切にできた。 

継続実施する。 
不在箇所の消灯（ﾄｲﾚ、 

洗面所、流し等） 
〇 

  〃 

使用していない OA 機 

器の電源 OFF 
〇 

  〃 

一般廃棄物 

排出量の削減 

（基準比４%減） 

ミスコピーの削減 
 

印刷前の再度確認 

ミスコピーBOX の設置 

電子納品及び書類の簡

素化に努める 

× 増えている。 
取組の周知徹底

を強化。データ書

類のやり取りを積

極的に行う。 

コピー用紙の裏紙使用 × 
  〃 

電子メール・PDF の活用 △ 
一部、適切にできて

いる 

水使用量の 

削減 

（基準比４%減） 

 

洗浄水等の使用の削減 

 

シール等を貼付 

 

○ 適切にできた。 継続実施する。 

 

環境教育 

（2回以上/年） 

 

 

従業員及び協力業者への環

境教育訓練 

 

環境方針、目標の 

周知 
○ 

環境教育 3 回、 

緊急時 3 回実施。 
継続実施する。 緊急事態対応手順に基

づく訓練 ○ 

  

 （建設現場） 

2023 年 6 月から 2024 年 5 月まで１年間 EA21 の取り組みを行った結果の評価を下記にまとめた。 

目 標   活 動 計 画      手 段 評価    結 果 次年度の取組 

CO2 排出量の 

削減 

（基準比４%減） 

① 重機、車両等のアイド

リングの短縮 

アイドリングストップシー

ル ○ 
適切にできた。 継続実施する。 

② ICT 化による建設機械

使用燃料の削減 

ICT 化による工程管理 
○ 

適切にできた。 継続実施する。 

③ タイヤの空気圧の点検 日常点検票の設置 ○ 日常点検を実施。 継続実施する。 

産業廃棄物 ﾘ

ｻｲｸﾙ率 

(100%) 

廃棄物の分別の徹底 リサイクル缶の設置 

マニフェストの適正管理 ○ 

廃棄物の適正な分

別処理によりﾘｻｲｸﾙ

率 100％を達成。 

継続実施する。 

環境配慮施工 

環境境予防処     

置の実行 

（２回以上） 

環境予防処置の実行 各工種着手前に予防処

置の必要性を検討 
○ 

環境に配慮した予

防処置を行った。 
継続実施する。 

地域貢献活動 

（３回以上） 

地域でのアドプト活動 

 

 

徳島県 OUR ﾘﾊﾞｰｱﾄﾞﾌﾟﾄ

事業活動 ○ 

リバーアドプトを実

施。 継続実施する。 

地域貢献活動 

（1 回以上） 

現場周辺での清掃活動 

 

1 回以上の清掃活動 

○ 

清掃活動を実地。

地域貢献に取り組

んでいる。 
継続実施する。 
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８．次年度の環境経営目標 

（単年度および中長期目標） 

項 目 場 所 

2023 年度 

(2023 年 6 月～ 

2024 年 5 月) 

実績（基準値） 

2024 年度 

目標 
1%削減 

2025 年度 

目標 
2%削減 

2026 年度 

目標 
3%削減 

CO2 排出量 

 （㎏-CO2） 

事務所 1,851 1,575 1,559 1,543  

建設現場 208,382 206,298 204,214 202,131 

電力使用量 

(ｋWh) 

事務所 3,506 3,471 3,436 3,401  

建設現場 3,788 3,750 3,712 3,674  

燃料使用量（L） 建設現場 81,261 80,448 79,636 78,823  

一般廃棄物排出量（ｔ） 事務所 0.160 0.158 0.157 0.155  

産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率(%) 建設現場 100% 100% 100% 100% 

水使用量（ｍ3） 事務所 383 379 375 372  

※購入電力の排出係数については、0.454（㎏-CO2/kWh）調節排出係数（2024 年度）を使用 

 

   

目 標   活 動 計 画   手 段 

CO2 排出量 

の削減 

（基準比４%減） 

ｴｱｺﾝ温度の適正管理 事務所、倉庫

内、車両にシ

ール等を貼付 不在箇所の消灯（ﾄｲﾚ、 

洗面所、流し等） 

使用していない OA 機 

器の電源 OFF 

一般廃棄物 

排出量の削減 

（基準比４%減） 

ミスコピーの削減 
印刷前の再

度確認 

ミスコピー

BOX の設置 

電子納品及

び書類の簡

素化に努める 

コピー用紙の裏紙使用 

電子メール・PDF の活用 

水使用量の 

削減 

（基準比４%減） 

 

洗浄水等の使用の削減 

シール等を貼

付 

環境教育 

（2回以上/年） 

 

従業員及び協力業者へ

の環境教育訓練 

環境方針、目

標の 

周知 

緊急事態対

応手順に基

づく訓練 

 

 

 

 

 

 

目 標   活 動 計 画   手 段 

CO2 排出量の 

削減 

（基準比４%減） 

①重機、車両等のアイド

リングの短縮 

アイドリングスト

ップシール 

②ICT 化による建設機

械使用燃料の削減 

ICT 化による工

程管理 

③タイヤの空気圧の点

検 

日常点検票の

設置 

産業廃棄物 ﾘ

ｻｲｸﾙ率 

(100%) 

廃棄物の分別の徹底 リサイクル缶の

設置 

マニフェストの

適正管理 

環境配慮施工 

環境境予防処     

置の実行 

（２回以上） 

環境予防処置の実行 各工種着手前

に予防処置の

必要性を検討 

地域貢献活動 

アドプト事業 

（1 回以上） 

 

地域でのアドプト活動 

徳島県 OUR ﾘﾊﾞ

ｰｱﾄﾞﾌﾟﾄ事業活

動 

地域貢献活動 

（1 回以上） 

現場周辺での清掃活動 

 

1 回以上の清掃

活動 

（事務所）                 （建設現場） 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

環境関連法規等への違反はありません。関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去 3 年間ありません

でした。今後も定期的に環境関連法規等について遵守状況をチエックし、違反、訴訟等が無いよう努め

ます。 

法     規     制 遵守確認 

廃棄物処理法 遵守 

再生資源の利用に関する判断の基準となるべき事項を定める省令 遵守 

指定副産物に係る再生資源の利用の促進に関する省令 遵守 

建設リサイクル法 遵守 

フロン排出抑制法 遵守 

騒音規制法 遵守 

振動規制法 遵守 

浄化槽法 遵守 

海部川清流保全条例 遵守 

徳島県生活環境保全条例 遵守 

 

９．代表者による全体の評価と見直しの結果 

 2023 年度における環境経営活動取組運用を実施した。その結果、環境経営目標の実績が一般

廃棄物排出量の削減を除いて目標達成となった。前年と同じく燃料等の目標値は結果となって表

れているが、一般廃棄物排出量の大幅を占める紙の使用量削減については今後とも検討していき

たい。エコアクション登録後からこれまでの取組運用を振り返ると、環境経営活動計画の施策につ

いては、環境教育訓練を行うことで全社員に周知のうえ定着している。引き続き、安全第一を前提

とし、環境保全や物価の高騰等による経営負担の軽減を効率とのバランスを探りながら務めていき

たい。環境関連法規制については、違反も訴訟もなく、各法規制に基づき遵守がなされている。 

 

見直しの有無 有 無 

環境経営方針  ✓ 

環境経営目標 ✓  

環境経営計画  ✓ 

実施体制  ✓ 

 

 

 2024.7.4 

代表取締役：谷田勝良 
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実施事項

電気
使用容量削減

エアコンの設定温度（２２℃～２７℃に設定）
設置温度表示
昼休み及び使用しない電灯の消灯
節電シール
使用していないOA機器の電源のOFF

3

ガソリン
使用量削減

重機、車両等のアイドリングの短縮
アイドリングストップシール
ICT化による建設機械使用燃料の削減
ICT化による工程管理
タイヤの空気圧の点検
日常点検表の設置

3

ミスコピーの削減
印刷前に再度確認
コピー用紙の裏紙使用
ミスコピーボックスの設置
電子メール・ＰＤＦの活用
電子納品及び書類の簡素化に努める

4

廃棄物の分別の徹底
リサイクル缶による分別
マニフェストの適正管理

6

ミスコピーの削減
印刷前に再度確認
コピー用紙の裏紙使用
ミスコピーボックスの設置
電子メール・ＰＤＦの活用
電子納品及び書類の簡素化に努める

1

洗浄水使用の削減
節水シール 2

事務用品のグリーン購入法適合商品の購入
エコロジー商品マークの優先購入 3

環境予防処置の実行
各工種着手前に予防処置の必要性を検討 10

0 0 5 0 0 3 3 1 1 0 1 4 5 4 5 0 0

凡例 地球・世界への影響が大きい取組

水道
使用量削減

環境配慮型製品の
開発・販売促進

環境配慮施工

エコアクション関連取組状況

SDGsとの関連及び取組状況の確認（2023年度）

地球・世界
に影響を
与えている
項目

環境目標

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減

一般廃棄物の
削減

産業廃棄物の
削減

コピー用紙
使用量削減

12．つくる
責任 つか
う責任

持続可能
な消費と
生産のパ
ターンを確
保する

13．気候
変動に具
体的な対
策を

気候変動
とその影
響に立ち
向かうた
め、緊急
対策を取
る

14．海の
豊かさを守
ろう

海洋と海
洋資源を
持続可能
な開発に
向けて保
全し、持続
可能な形
で利用す
る

15．陸の
豊かさも守
ろう

陸上生態
系の保
護、回復
および持
続可能な
利用の推
進、森林
の持続可
能な管理、
砂漠化へ
の対処、
土地劣化
の阻止お
よび逆転、
ならびに
生物多様
性損失の
阻止を図
る

16．平和と
公正をす
べての人
に

持続可能
な開発に
向けて平
和で包摂
的な社会
を推進し、
すべての
人に司法
へのアクセ
スを提供
するととも
に、あらゆ
るレベルに
おいて効
果的で責
任ある包
摂的な制
度を構築
する

17．パート
ナーシップ
で目標を
達成しよう

持続可能
な開発に
向けて実
施手段を
強化し、グ
ローバル・
パート
ナーシップ
を活性化
する

6．安全な
水とトイレ
を世界中
に

すべての
人に水と
衛生への
アクセスと
持続可能
な管理を
確保する

7．エネル
ギーをみ
んなに そ
してクリー
ンに

すべての
人々に手
ごろで信
頼でき、持
続可能か
つ近代的
なエネ ル
ギーへの
アクセスを
確保する

8．働きが
いも経済
成長も

すべての
人のため
の持続
的、包摂
的かつ持
続可能な
経済成
長、生産
的な完全
雇用およ
びディー
セント・
ワーク（働
きがいのあ
る人間らし
い仕事）を
推進する

9．産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

強靭なイン
フラを整備
し、包摂的
で持続可
能な産業
化を推進
するととも
に、技術
革新の拡
大を図る

10．人や
国の不平
等をなくそ
う

国内およ
び国家間
の格差を
是正する

11．住み
続けられる
まちづくり
を

都市と人
間の居住
地を包摂
的、安全、
強靭かつ
持続可能
にする

1．貧困を
なくそう

あらゆる場
所で、あら
ゆる形態
の貧困に
終止符を
打つ

2．飢餓を
ゼロ

飢餓に終
止符を打
ち、食料の
安定確保
と栄養状
態の改善
を達成す
るとともに、
持続可能
な農業を
推進する

3．すべて
の人に健
康と福祉を

あらゆる年
齢のすべ
ての人々
の健康的
な生活を
確保し、福
祉を推進
する

4．質の高
い教育を
みんなに

すべての
人々に包
摂的かつ
公平で質
の高い教
育を提供
し、生涯学
習の機会
を促進す
る

5．ジェン
ダー平等
を実現しよ
う

ジェンダー
の平等を
達成し、す
べての女
性と女児
のエンパ
ワーメント
を図る

■　その他環境への取り組み（SDGs版）


